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第
39
回  

節
用
集
祭
り

●
平
成
27
年
9
月
25
日
（
金
）

15
時
～
17
時　

参
加
者
14
名

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
実
施
さ
れ
る

前
に
（
12
桁
の
数
字
で
一
生
使
用
す
る

も
の
）
企
業
と
し
て
何
を
し
な
く
て
は

い
け
な
い
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

か
等
の
管
理
体
制
等
の
説
明
を
社
会
労

務
士
の
神
野
沙
樹
先
生
を
お
招
き
し
て

資
料
を
も
と
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
駆

使
し
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

20
才
以
上
は
10
年
に
一
度
の
切
り
替
え

が
必
要
。

　

個
人
的
メ
リ
ッ
ト
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
身
分
保
障
に
な
る
と
い
う
こ
と
。
社

会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
、
引
っ
越
し

等
の
行
政
手
続
き
が
便
利
に
な
る
。

　

い
ず
れ
は
保
険
証
な
ど
を
兼
ね
備
え

る
多
機
能
カ
ー
ド
と
な
る
。
そ
の
反
面

個
人
情
報
が
流
出
す
る
危
険
性
も
含
ま

れ
て
い
る
。
だ
か
ら
厳
し
い
管
理
体
制

が
必
要
。
企
業
側
と
し
て
す
る
事
は
シ

ス
テ
ム
の
向
上
、
職
場
環
境
の
見
直
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

社
内
周
知
（
職
場
環
境
の
見
直
し
）、
社

内
体
制
（
担
当
者
の
意
識
付
け
、
社
内

体
制
の
見
え
る
化
）
こ
の
４
つ
が
大
事

だ
と
言
う
こ
と
で
し
た
。

　

質
疑
応
答
の
後
に
㈱
天
理
時
報
社
の

取
締
役
制
作
部
長
の
辰
巳
博
一
氏
よ
り

関
連
性
の
あ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク

取
得
企
業
に
お
け
る
特
定
個
人
情
報
の

自
社
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

天
理
時
報
社
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

１
、
特
定
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
個

人
番
号
・
特
定
個
人
情
報
・
特
定
個

人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
い
い
乱

表
で
特
定
す
る
。

２
、
特
定
し
た
特
定
個
人
情
報
に
つ
い

て
、
リ
ス
ク
分
析
・
対
策
と
行
う
。

　

印
刷
・
出
版
の
裊
祖
と
し
て
林
家
祖

神
の
功
業
を
顕
彰
す
る
祭
祀
を
斎
行
し

て
今
年
で
39
回
目
を
迎
え
た
。

　

講
話
は
「
奈
良
町
と
文
化
」

　
　

  

～
饅
頭
屋
宗
二
の
生
き
た
時
代
～

講
師
に
農
学
博
士 

京
都
造
形
芸
術
大
学

沙
ホ
タ
ン
貴
大
学
講
師  

寺
田  

孝
重 

氏

講師　神野沙樹先生
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こ
の
時
、
各
局
面
の
取
得
（
収
集
）・

移
送
送
信
提
供
・
利
用
加
工
・
保
管
・

消
去
廃
棄
に
つ
い
て
各
々
行
う
。

　

こ
の
時
の
リ
ス
ク
と
対
策
と
を
規
定

に
落
と
し
込
む
。

３
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
規
定
を
作
成
す
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
規
定
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
マ
ー
ク
で
作
成
し
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
生
か
し
、

特
定
個
人
情
報
の
み
の
部
分
を
別
に

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
落
と
し
込
ん
で
作
成

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
用
語
を
定
義

し
、
安
全
管
理
措
置
を
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
し
て
い
ま
す
。
安
全
管
理
措
置
に

は
、
組
織
的
・
人
的
・
物
理
的
・
技

術
的
安
全
管
理
措
置
が
あ
り
す
べ
て

に
お
い
て
管
理
文
書
が
必
要
で
す
。

４
、
特
定
個
人
情
報
・
特
定
個
人
情
報

フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
、
持
ち
出
し
・

返
却
に
つ
い
て
の
履
歴
を
と
る
。
ま

た
、
廃
棄
記
録
を
と
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
必
要
。

５
、
個
人
番
号
の
収
集
に
つ
い
て
、
通

知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
よ

る
従
業
員
用
・
扶
養
者
用
・
国
民
年

金
３
号
用
・
支
払
調
書
用
（
有
限
や

株
主
で
な
い
個
人
企
業
）
の
収
集
書

の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
作
成
。

６
、
個
人
番
号
収
集
に
お
い
て
は
、
会

社
側
か
ら
従
業
員
・
個
人
企
業
者

に
対
し
て
収
集
の
同
意
を
得
る
た
め

に
、
従
業
員
の
同
意
書
・
個
人
企
業

用
の
同
意
書
を
作
成
。

７
、
特
定
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
管
理

区
域
と
取
扱
い
区
域
を
明
確
に
示

す
。

８
、
個
人
番
号
関
係
事
務
に
つ
い
て
委

託
が
あ
る
場
合
、
委
託
業
者
・
産
廃

業
者
の
評
価
を
行
い
、
特
定
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
に
対
す
る
機
密
保
持

に
関
す
る
契
約
を
行
う
。
廃
棄
記
録

を
取
っ
て
も
ら
う
→
見
せ
て
も
ら
う

９
、
社
員
に
対
し
て
教
育
を
行
い
そ
の

計
画
と
結
果
を
保
管
す
る
。

前
号
の
続
き

官
公
需
対
策
各
工
組
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

　
　

官
公
需
対
策
委
員
長
　
後
藤
　
義
裕

①
今
後
の
官
公
需
取
引
き
に
関
す
る 

考
え

・
仕
事
確
保
の
た
め
積
極
的
に
取
り
組

　

む
。

・
売
上
げ
計
画
が
立
て
や
す
い
。

・
一
度
受
注
す
る
と
継
続
的
な
仕
事
に

　

な
る
。

・
得
意
分
野
は
積
極
的
に
取
り
組
む
。

・
デ
ザ
イ
ン
・
企
画
コ
ン
ペ
を
中
心
に

　

参
加
し
た
い
。

・
利
益
率
は
低
い
が
他
の
仕
事
に
出
く

　

わ
す
こ
と
も
あ
る
。

・
入
金
が
確
実
。

・
大
口
受
注
が
安
定
し
て
見
込
め
る
。

・
地
元
で
も
あ
り
適
当
に
お
付
き
合
い

　

す
る
。

・
価
格
競
争
で
利
益
が
な
い
の
で
取
り

　

組
む
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
。

・
価
格
が
厳
し
く
競
争
が
激
し
い
。

・
地
元
企
業
と
し
て
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

　

が
取
れ
る
な
ら
参
加
す
る
。

・
県
や
市
に
貢
献
し
た
い
。

・
県
内
に
大
手
企
業
が
な
い
の
で
官
公

　

需
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

・
需
要
も
あ
り
受
注
も
あ
る
の
で
よ
り

　

傾
注
し
て
い
く
。

・
世
間
に
対
し
て
信
用
度
が
上
が
る
。

・
民
間
よ
り
土
俵
が
公
平
で
あ
る
。

・
入
札
企
業
の
顔
ぶ
れ
を
見
た
い
か
ら
。

・
落
札
価
格
同
行
を
知
っ
て
お
き
た
い

　

か
ら
。

②
官
公
需
取
引
き
に
関
し
、
お
困
り

の
点(

問
題
点)

を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

・
落
札
価
格
が
安
す
ぎ
、
価
格
の
み
の

　

競
争
で
赤
字
に
な
る
。

・
印
刷
デ
ー
タ
も
渡
さ
ね
ば
な
ら
ず
、　

　

デ
ー
タ
を
使
い
ま
わ
さ
れ
る
。

・
短
納
期
で
校
了
後
の
製
作
期
間
が
短

　

す
ぎ
る
。

・
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
は
公
平
に
し
て

　

い
た
だ
き
た
い
。

・
仕
様
書
が
正
確
で
な
く
変
更
に
よ
る

　

コ
ス
ト
増
を
負
担
し
て
も
ら
え
な
い
。

・
付
随
業
務(

発
送
な
ど)
の
押
し
付
け

　

が
あ
る
、
記
載
さ
れ
て
い
な
い
要
求

　

が
あ
る
。

・
市
内
地
元
業
者
優
先
で
な
く
登
録
業

　

者
の
選
定
に
問
題
あ
り
。

・
価
格
だ
け
で
決
定
す
る
の
で
良
い　

　

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
な
い
。

・
電
子
入
札
に
よ
る
低
価
格
化
。

・
他
府
県
業
者
の
横
行
。

③
入
札
の
方
法
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
変
更
す
れ
ば
よ
い
か
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

・
最
低
制
限
入
札
制
度
の
導
入
。

・
最
低
価
格
か
ら
二
番
目
の
落
札
。

・
デ
ザ
イ
ン
や
企
画
に
重
点
を
置
い
た

　

入
札
。

・
地
域
中
小
企
業
育
成
と
雇
用
確
保
の

　

た
め
地
元
企
業
な
い
し
組
合
企
業
へ

　

の
発
注
。

・
あ
る
一
定
金
額
以
上
の
も
の
の
み
入

　

札
に
。

・
企
業
点
数
制
度
と
点
数
に
応
じ
た
入

　

札
物
件
の
割
り
振
り
。

・
請
負
制
度
の
導
入
。

・
設
備
等
を
考
慮
し
た
業
者
の
ラ
ン
ク

　

付
け
。

・
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
入
札
参
加
排
除
。

・
納
税
額
に
よ
る
ラ
ン
ク
付
け
。

・
随
意
契
約
案
件
と
す
る
の
価
格
引
き

　

上
げ
。
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全
日
本
印
刷
工
業
組
合
連
合
会

    
創
立
60
周
年
記
念
行
事

平
成
27
年
10
月
16
日(

金)

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
に
て
開
催

奈
印
工
組
よ
り
中
西
理
事
長
、
島
岡
副

理
事
長
、
山
内
理
事
、
後
藤
理
事
の
４

名
参
加
。

■
14
時
よ
り
記
念
式
典
・
表
彰
式 

奈
印
工
組
元
理
事
長
の
中
島
健
氏
が
経

済
産
業
省
商
務
情
報
政
策
局
長
表
彰
を

受
賞
。

■
15
時
半
よ
り

堀
江
貴
文
氏
（
元
ラ
イ
ブ
ド
ア
）
講
演 

　
　
　
　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル１

９
７
２
年
、

福
岡
県
生
ま

れ
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
株

式
会
社
フ
ァ

ウ
ン
ダ
ー
。

　

現
在
は
自

身
が
手
掛
け
る
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
開

発
を
中
心
に
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
テ
リ

ヤ
キ
」「
７
５
５
」
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

を
手
掛
け
る
な
ど
幅
広
い
活
躍
を
み
せ

る
。

　

ホ
リ
エ
モ
ン
・
ド
ッ
ト
コ
ム
で
は
、

『
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
世
界
を
変
え
る
』

を
テ
ー
マ
に
、
各
界
の
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

達
に
堀
江
自
ら
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
と

な
り
取
材
し
た
も
の
を
連
載
中
。
同

じ
く
毎
日
更
新
の
ブ
ロ
グ
、
今
話
題
の

ニ
ュ
ー
ス
を
集
め
た
ニ
ュ
ー
ス
キ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う

な
情
報
や
独
自
の
見
解
を
発
信
中
！

◆
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
不
易
流
行
」 

　

堀
江
氏
自
身
が
印
刷
関
連
の
仕
事
に

携
わ
っ
た
経
験
談
な
ど
あ
り
、
印
刷
業

界
の
事
を
意
外
と
よ
く
知
っ
て
い
る
な

と
、
興
味
深
い
講
演
で
し
た
。

箇
条
書
き
で
抜
粋
し
ま
す
。

『
紙
で
な
く
て
も
い
い
も
の
は
他
の
媒

体
に
移
行
す
る
。

紙
で
な
い
と
駄
目
な
も
の
は
こ
れ
か
ら

も
必
ず
残
る
。 

だ
か
ら
、
紙
は
な
く
な
ら
な
い
。 

印
刷
業
界
各
社
は
残
存
者
利
益
で
生
き

よ
う
と
し
な
い
で
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
べ
き
。 

ス
マ
ホ
は
携
帯
電
話
で
は
な
い
、
小
さ

な
パ
ソ
コ
ン
だ
。 

パ
ソ
コ
ン
の
画
面
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

更
新
さ
れ
る
印
刷
物
だ
。 

パ
ソ
コ
ン
が
多
く
の
人
の
手
の
中
に
あ

る
と
考
え
る
と
そ
こ
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
。 

印
刷
・
出
版
業
界
は
紙
の
モ
ノ
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

電
子
図
書
の
表
示
Ｅ
Ｐ
Ｕ
Ｂ
方
式
、
ア

マ
ゾ
ン
の
キ
ン
ド
ル
は
紙
を
め
く
る
イ

メ
ー
ジ
で
横
め
く
り
。

こ
れ
ら
は
紙
媒
体
を
そ
の
ま
ま
デ
ジ
タ

ル
で
再
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
結
局
紙
の
ほ
う
が
見
や
す

い
の
で
、
紙
は
紙
で
よ
い
。

電
子
書
籍
は
画
面
を
行
か
せ
る
縦
ス
ク

ロ
ー
ル
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
し
な
い
と
。 

も
っ
と
、
ス
マ
ホ
に
最
適
化
し
た
デ
ジ

タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
考
え
て
ほ
し
い
。

た
と
え
ば
、
マ
ン
ガ
の
「
コ
ミ
コ
」、
情

報
紹
介
ア
プ
リ
「
ア
ン
テ
ナ
」。

こ
れ
ら
は
次
世
代
雑
誌
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
見
せ
方
が
ス
マ
ホ
っ
ぽ
い
。 

こ
れ
か
ら
は
ス
マ
ホ
で
読
み
や
す
い
記

事
雑
誌
が
主
流
に
な
る
。 

こ
こ
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
有
。

テ
レ
ビ
CM
も
変
わ
る
だ
ろ
う
、
い
ま
15

秒
か
ら
30
秒
。 

Ｕ
チ
ュ
ー
ブ
な
ら
何
分
で
も
見
た
い
広

告
を
作
れ
ば
見
て
も
ら
え
る
。 

但
し
、
感
動
モ
ノ
の
動
画
な
ら
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
あ
り
。 

JR
九
州
新
幹
線
開
通
の
動
画
は
感
動
し

ま
す
、
是
非
見
て
く
だ
さ
い
。 

こ
の
よ
う
な
制
作
が
、
印
刷
会
社
の
ビ

ジ
ネ
ス
に
な
ら
な
い
の
か
な
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
よ
り
ス
マ
ホ
で
情
報
を

取
る
時
代
。

ス
マ
ホ
を
活
か
す
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
る

べ
き
だ
。 

ス
マ
ホ
は
、
可
処
分
時
間
の
考
え
方
を

も
変
え
た
。

隙
間
時
間
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

一
日
一
時
間
は
皆
隙
間
時
間
が
あ
る
の

で
は
。 

こ
れ
を
ス
マ
ホ
が
埋
め
、
仕
事
の
効
率

が
格
段
に
良
く
な
っ
た
。 

こ
れ
こ
そ
が
、ス
マ
ホ
大
革
命
で
あ
る
。 

時
短
仕
事
術
で
、
メ
ー
ル
で
ワ
ー
ド
は

添
付
し
な
い
こ
と
。 

ソ
フ
ト
の
立
ち
上
げ
で
貴
重
な
時
間
を

奪
う
。

メ
ー
ル
に
テ
キ
ス
ト
を
貼
り
付
け
れ
ば

直
ぐ
に
読
め
る
。 

無
駄
を
取
り
除
き
時
間
を
有
効
に
使
お

う
』 

等
々
、
ス
マ
ホ
の
可
能
性
や
時
間
の
効

率
活
用
が
主
な
内
容
で
し
た
。 

最
後
に
ア
ド
ラ
ー
の
「
嫌
わ
れ
る
勇
気
」

を
是
非
、
一
読
を
。

◆
17
時
半
よ
り
記
念
パ
ー
テ
ィ

中
曽
根
弘
文
代
議
士

野
田
聖
子
代
議
士
挨
拶
。

江
戸
消
防
記
念
会
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
。

19
時
過
ぎ
に
大
締
め
散
会
。　
　
　
　

大倭印刷株式会社…会長…中島健氏
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事
務
局
よ
り
お
知
ら
せ

◆
環
境
推
進
工
場
登
録
制
度
の
講
習　

　

11
月
９
日(

月)　

11
時
～
17
時

奈
良
県
経
済
倶
楽
部
ビ
ル
５
階
会
議
室

に
て
開
催

　

講
師
：
ｐ
＆
Ｅ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
代
表 

全
日
本
印
刷
工
業
連
合
会

特
別
顧
問　

寺
田　

勝
昭　

氏

◆
次
回
理
事
会　
　

11
月
11
日(
水)　

午
後
３
時
～　

経
済
倶
楽
部
ビ
ル
５
階

◆
新
年
会
の
日
程
と
会
場
決
定　
　

　

平
成
28
年
１
月
29
日(

金)

　

橿
原
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
時
～

『
印
刷
白
書
２
０
１
５
』
発
刊

　

Ｊ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
よ
り
印
刷
白
書

２
０
１
５
が
完
成
、
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
書
は
、
公
表
さ
れ
た
各
種
統
計

デ
ー
タ
か
ら
、
印
刷
産
業
の
動
向
を
捉

え
る
た
め
に
必
要
な
も
の
を
網
羅
、
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
に
お
け
る
重
要
課
題
も
多
く
取
り

上
げ
、
進
む
べ
き
方
向
性
の
示
唆
に
も

努
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
内
容
、
資
料
と
も
に
拡

充
を
図
り
、
同
時
に
Ｕ
Ｄ
書
体
を
使

う
な
ど
読
み
や
す
さ
、
わ
か
り
や
す

さ
に
も
工
夫
を
こ
ら
し
て
お
り
ま
す
。

２
０
１
５
年
度
版
で
は
、
昨
年
版
を
上

回
る
統
計
資
料
（
図
版
）
を
収
録
し
、

他
誌
に
は
見
ら
れ
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル

デ
ー
タ
ー
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
回
特
集
と
し
て
「
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
発
想
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
テ
ー
マ
に
取
り

上
げ
ま
し
た
。
ジ
ョ
ー
・
ウ
ェ
ブ
博
士

の
『
未
来
を
創
る
』
を
ベ
ー
ス
に
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
を
始

め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
課
題
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
印
刷
の

新
た
な
役
割
と
そ
の
実
現
可
能
性
を
展

望
し
て
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
き
ま
し

て
も
皆
様
と
も
今
後
議
論
を
深
め
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
事
務
局
迄

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
４
２
―

９
５
―

５
３
２
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
４
２
―

２
６
―

５
４
７
４

￥
８
，３
０
０
＋
送
料
￥
６
２
０

（
２
部
以
上
￥
８
２
０
）

  「印刷業界ＰＲポスター作品」募 集
今回のテーマは「未来の印刷」です。未来に向けた印刷業ＰＲのポスター作品募集要項　　　　　　　

＜目　　的＞
ＰＲポスターを制作することにより、一般市民の皆さんに奈良県印刷業界が、日々躍進を挙げている事の
ＰＲと未来の印刷業を考える。

＜作品規定＞
　◎作　品　未発表で印刷可能な作品（１社１点を原則とする）
　◎サイズ  Ｂ２サイズ縦位置作品（応募作品はＡ３サイズで提出）※作品にはテーマ、制作者、所属企業
　　名を記入した企画書 ( Ａ４) を添付して下さい。

＜応募規定＞
奈良県印刷工業組合に加盟されている事業所に所属され、パソコンでデザイン　および印刷出力が可能で成
果品を印刷納品していただけること。

＜応募期限＞
　平成 27 年 11 月６日（金）までに奈良県印刷工業組合事務所に到着のこと。応募お待ちしています！

＜審　　査＞
　平成 27 年 11 月 11 日（水） 奈良県印刷工業組合の理事会にて実施。

＜発　　表＞
決定次第各事業所にＦＡＸにて通知いたします。

最優秀賞・・・・・・・・・１点
優 秀 賞・・・・・・・・・４点

（入賞者には、賞金と表彰状の贈呈を行います。）
＊最優秀賞作品にはＰＲポスターとして平成 27 年 12 月中旬以降に組合の企業、県外の組合事務局などに配布

されます。なお、　最優秀賞受賞の会社は平成 27 年 12 月４日までにＢ 2 サイズで 150 枚印刷して奈良県印
刷工業組合事務所まで納品してください。
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～
大
連
紀
行
～
（
１
）　

理
事
長
　
中
西
　
知
　

　「
目
覚
ま
し
い
経
済
発
展
続
く
！
」

２
０
０
９
年
６
月
12
日
～
14
日
に
奈
良

県
印
刷
工
業
組
合
の
組
合
員
有
志
（
５

名
）
に
よ
る

　

中
国
遼
寧
省
大
連
視
察
旅
行
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
印
刷
工
業
見
学
を
主
に

し
て
開
発
区
の
聯
盛
大
連
彩
印
包
装
有

限
公
司
、
高
新
技
術
園
区
の
大
連
海
大

印
刷
有
限
公
司
、
大
連
海
和
伝
媒
有
限

公
司
の
３
社
を
見
学
視
察
。
観
光
と
し

て
は
東
洋
一
の
広
さ
を
誇
る
星
海
広
場
、

旅
順
（
日
露
戦
争
の
大
激
戦
地

203
高
地
）

勝
利
広
場
（
広
大
な
地
下
商
店
街
）
を

巡
り
ま
し
た
。
そ
の
後
６
年
間
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
大
連
は
ず
っ
と
著
し
い

発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
日
本
の
新
幹
線
に
相
当
す

る
高
速
鉄
道
の
大
連
―
ハ
ル
ピ
ン
間
開

通
を
は
じ
め
と
し
て
、
米
イ
ン
テ
ル
社

の
半
導
体
工
場
進
出
、
超
高
級
ホ
テ
ル

の
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
、
地
下
鉄
一
部
開
通

等
、
枚
挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
、

通
勤
時
の
交
通
渋
滞
は
ド
ン
ド
ン
酷
い

状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
が
、
都
市
の
活

力
は
ズ
ン
ズ
ン
伸
展
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
。

　

中
国
は
沿
海
部
か
ら
発
展
し
内
陸
部

（
重
慶
な
ど
）
に
も
波
及
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
事
実
、
上
海
地
区
、

広
州
、
深
圳
地
区
、
天
津
地
区
は
大
発

展
を
遂
げ
ま
し
た
。　
　
　
　

　

一
方
、東
北
三
省
（
遼
寧
省
・
吉
林
省
・

黒
竜
江
省
）
は
経
済
指
標
を
見
る
限
り

明
ら
か
に
遅
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
大

連
地
区
は
遼
寧
省
の
省
都
瀋
陽
よ
り
は

地
の
利
に
恵
ま
れ
、
豊
か
に
発
展
す
る

街
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
大
連
の
魅
力
に
つ
い
て　

今
後

３
回
の
レ
ポ
ー
ト
を
連
載
い
た
し
ま
す
。

一
人
で
も
大
連
フ
ァ
ン
が
増
え
る
こ
と

を
願
っ
て
筆
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
是
非
ご
一
読
下
さ
い
。

大連湾とビル群

地
下
鉄
↓

↑
地
下
鉄
の
改
札

　
先
進
企
業
工
場
見
学

副
理
事
長
　
乾
　
昌
弘
　 

　

10
月
28
日
、
吉
岡
教
育
委
員
長
担
当

の
も
と
、
先
進
企
業
工
場
見
学
と
し
て

東
大
阪
市
の
作
道
印
刷
（
株
）
の
見
学

並
び
に
同
社
作
道
社
長
に
よ
る
「
見
え

る
化
」
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
10
社

よ
り
計
22
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
一
昨

年
に
新
築
さ
れ
た
新
社
屋
・
工
場
は
、

無
駄
の
無
い
導
線
に
な
っ
て
お
り
、ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設
置
な
ど
、
環
境
に
も

配
慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
記
す
べ
き

は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
「
見
え
る
化
」

を
実
現
し
た
受
注
管
理
シ
ス
テ
ム
で
、

こ
れ
に
よ
り
顧
客
管
理
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
見
積
り
、
生
産
指
示
、
製
造
状

況
の
確
認
な
ど
、
一
貫
し
た
流
れ
を
管

理
す
る
こ
と
で
収
益
を
改
善
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
し
た
。

　

工
場
見
学
の
後
の
「
見
え
る
化
」
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
を
作
道
社
長
が
自
社
の
実
例
も
示
し

な
が
ら
丁
寧
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
の
説
明
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、

当
社
で
も
で
き
て
い
る
こ
と
、
で
き
て

い
な
い
こ
と
、
で
き
る
の
に
や
っ
て
い

な
い
こ
と
な
ど
、
多
く
の
気
づ
き
が
あ

り
、中
で
も
、「
結
果
管
理
」
よ
り
も
「
先

行
管
理
」
に
重
き
を
置
く
べ
き
と
言
わ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
最
も
納
得
し
、

刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
研
修
事
業
は
非
常
に
有

意
義
で
あ
り
、
当
組
合
と
し
て
も
さ
ら

に
積
極
的
に
実
施
し
て
い
く
べ
き
だ
と

感
じ
た
見
学
会
で
あ
り
ま
し
た
。
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災害保障特約付団体定期保険

生命共済ライフピア生命共済ライフピア

会員企業のみがこの福利厚生制度を利用することができます

会員企業の役員・従業員に対
する弔慰金・見舞金を、この
制度を活用して準備すること
により福利厚生制度を充実さ
せることができます。

①  ①  

簡単な告知のみで、医師の診
査は不要です。
※健康状態によっては加入（増額）できない
ことがあります。

②  ②  

業務上、業務外を問わず 24
時間保障です。

④  ④  掛金（企業負担）は損金または
必要経費に算入します。
（注）税務のお取扱いについては、平成26年8月現
　在の法令・通達・判例に基づいたものであり、
　　　将来的に変更されることもあります。

③  ③  

福利厚生制度の充実

その他

お申込み手続きが簡単

掛金の税務上のお取扱い

＜加入例＞

死亡保険金 ……………… 100万円
死亡保険金＋災害保険金 200万円
障害給付金7 …………… 70～10万円
入院給付金 ……………… 1,500円

（一日につき）

掛
金（
月
額
）の
一
例

保険年齢 男　性 女　性

15～35歳

41～45歳

51～55歳

61～65歳

359円

449円

690円

1,186円

302円

374円

497円

676円
※掛金には運営事務費が含まれています。

お申込にあたっては、所定のパンフレットおよび重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）を必ずお読みください。

お問い合わせは印刷組合事務局迄皆様、いつもご協賛ありがとうございます。皆様、いつもご協賛ありがとうございます。
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皆様、いつもご協賛ありがとうございます。

奈良県奈良市角振町 奈良第一生命ビル ℡ ㈹
受付時間：平日午前 時～午後 時 分（窓口）
第一生命ホームページ

私たち第一生命は、お客さまの大切な人生、大切な人、大切な未来のために、

保険というかたちある「安心」をお届けし、その「安心の絆」を確かなものにしていくことを

願っています。私たちは、これからも、お客さまの「一生涯のパートナー」として、

「生涯設計」によって、かたちある「安心」をつくり、届け、広めてまいります。

奈良支社


